
 

地震一口メモ No.221 

気象庁震度階級 
地震の情報で必ず聞く震度についてご説明します。 

 

１ 気象庁震度階級 
震度は観測地点での揺れの強さをあらわす指標で、気象庁の震度階級には、0 から 7 までの

10 階級があります。図 1 は、ある震度が観測された時に、その周辺で発生する揺れなどの現

象や被害の目安を示したものです。詳しい解説は気象庁サイト掲載の「気象庁震度階級関連解

説表」をご覧ください。 

図 1 「その震度 どんなゆれ？」（震度とゆれの状況） 



地震による被害が出るのは概ね震度５弱以上、住宅被害が出るのは概ね震度６弱以上です。

しかし、観測されたのが震度４以下であっても、地盤や地形の影響等により同じ市町村内でも

震度が異なり、被害が出ることもあります。また、中高層建物の上層階では一般に地表より揺

れが強くなるなど、同じ建物の中でも、階や場所によって揺れの強さは異なります。 

 

震度について https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/index.html 

気象庁震度階級関連解説表  

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/kaisetsu.html 

 

２ 大阪府内での震度の観測 
現在、大阪府内では 89か所に震度計

が設置され(図 2)、震度の観測を行っ

ています。平成 11 年から行われた「平

成の大合併」前の時点での市区町村に

１か所以上設置されており、この観測

結果が市区町村の震度として情報に

用いられます。 

 

2003 年から 2022 年までに大阪府内

で震度１以上の揺れを観測した地震

の、年別・最大震度別の回数を示した

のが図 3 です。被害が出るとされる

震度５弱以上は、ここに示した 20 年

間で２度観測されています。１度は

2013年４月13日の淡路島付近の地震

で、兵庫県淡路市で震度６弱を観測

し、大阪府内では岬町で震度５弱を観

測しました。もう１度は 2018 年６月

18 日の大阪府北部の地震で、大阪府

北部の複数の市町村で震度６弱を観

測しました。2018 年に震度１以上の

揺れを観測した地震の回数が多くな

っているのは、その大阪府北部の地震

活動が活発だったためで、全 74 回の

うち 61 回を占めています。 

  

    震度観測点マップ 
https://www.data.jma.go.jp 

/eqev/data/intens-st/ 

大阪府の地震活動・過去の地震被害 
https://www.data.jma.go.jp 

/osaka/jishinkazan/osaka_higai.html 

 
図 3 2003 年から 2022 年までに大阪府内で震度１以上

の揺れを観測した地震の、年別・最大震度別の回数 

図 2 大阪府及びその周辺の震度観測点 
●が気象庁、●が地方公共団体、●が国立研究開発法人

防災科学技術研究所により設置されたものを示す。 


